
美
作
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念
事
業

真
庭
市
・
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
山
陰
真
庭
広
域
連
携
事
業

〈
目
的
と
効
果
〉

　

近
年
、日
本
古
代
史
を
め
ぐ
る
状
況
に
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
た
。畿
内
説
の
巨
頭
で
あ
っ
た
門
脇

貞
二
氏
の
九
州
説
への
転
換
や
梅
原
猛
氏
の
自
説
の
撤
回
な
ど
で
あ
る
。加
え
て
、各
地
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
事
業
が
、古
代
史
分
野
を
一躍
日
本
の
中
心
テ
ー
マ
に
押
し
上
げ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、本
古
代
史
サ
ミッ
ト
は
、い
ま
だ
不
明
の
ま
ま
の
日
本
の
歴
史
の
謎
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、

国
内
外
に
大
量
に
情
報
を
発
信
し
、国
内
外
か
ら
多
数
の
交
流
人
口
を
生
み
出
し
、も
っ
て
こ
の
研
究

テ
ー
マ
の
進
展
と
、真
庭
市
お
よ
び
そ
れ
に
繋
が
る
山
陰
や
美
作
地
域
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
地
域

お
こ
し・ま
ち
づ
く
り・観
光
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、こ
の
圏
域（
高
天
原
）と
日
本
国
内
に
、

最
大
限
の
経
済
効
果
を
創
出
す
る
。

〈
企
画
の
内
容
〉

　

こ
の
国
の
国
書
で
あ
る
古
事
記・日
本
書
紀
に
は「
サ
イ
エ
ン
ス
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」だ
け
が
書
か
れ
て

い
な
い
と
言
う
不
思
議
な
現
象
が
あ
る
。し
か
し
、青
銅
器
や
鉄
器・木
製
品
な
ど
当
時
の
最
先
端
の
文
明
の

利
器
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。特
に
鉄
器
は
現
代
で
も「
産
業
の
米
」と
言
わ
れ
、鉄
の
利
用
な
し
に

人
類
の
科
学
進
歩
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。今
回
、製
鉄
の
起
源
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、日
本
古
代
文
明
の

ル
ー
ツ
を
探
り
、日
本
独
自
で
世
界
最
高
の
製
鉄
技
術
で
あ
る「
た
た
ら
製
鉄
」の
こ
の
圏
域
一
帯
で
の

世
界
遺
産
登
録
に
道
筋
を
つ
け
る
。こ
の
た
め
、兵
庫・岡
山・鳥
取・島
根
の
製
鉄
研
究
者
を一同
に
会
し
、

可
能
な
限
り
多
様
な
角
度
か
ら
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
を
構
築
す
る
。

　

そ
の
中
で
、蒜
山
高
原
高
天
原
伝
説
の
根
拠
と
な
る
調
査
、研
究
成
果
を
も
と
に
し
た
蒜
山
高
原

高
天
原
伝
説
を
推
察
し
、地
域
の
大
き
な
観
光
資
源
、歴
史
的
資
源
と
し
て
、そ
し
て
お
お
い
な
る
ロマ
ン

と
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
を
構
築
す
る
。

真庭市久世  久世エスパスホール 〒719-3214 真庭市鍋屋17-1
2,000円（サミット大会パンフレット、資料代等含む）

平成24年10月27日（土）午後1時開会（午後12時30分時開場）●開催日時
●会　  場
●参 加 費

（島根県立大学北東アジア地域研究センター市民研究員）
著書『実在した高天原』、『新説邪馬台国山陰説』
古代史の研究に、膨大な自然科学（医学・生物学・気象・環境・物理
学・数学等）や民俗学・神話・伝承の研究を導入し、古代日本の
中心は山陰地方だったのではないかとの問題提起をしている。

田中　文也氏講師
古代史研究家

茨城県　　　　　　　　　　　　　　　      　　
兵庫県
島根県
岡山県　　　　　　　　　　　　     　　　
鳥取県

コーディネーター
田中　文也氏

産業技術総合研究所主任研究員
宍粟鉄を保存する会事務局長
島根県立古代出雲歴史博物館 専門学芸員
蒜山文化協会副会長
山陰古代史研究会研究員

長　　秋雄氏
上山　　明氏
角田　徳幸氏
上島　敬一氏
小椋　敬史氏

主 催
共 催
後　援

２０１２古代史サミットin高天原実行委員会
真庭市古事記編纂1300年記念事業推進委員会、真庭市、真庭市教育委員会、山陰古代史研究会、蒜山歴史研究会
山陰関係自治体、岡山関係自治体、マスコミ各社、その他歴史団体

〈チケット取り扱い所 〉 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

高天原サミット交流会　蒜山歴史研究会からの日留山高天原伝説プレゼンテーション
●日時：10月27日（土）午後７時開始　　●場所：休暇村蒜山高原（西館）　　●会費：３，０００円

パネルディスカッション『製鉄から探る古代日本文明の源流』

『実在した高天原～蒜山高天原説～』基 調 講 演
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